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この二日間の授業を通じて、17 世紀の数学の一端に触れた
いと思います。17 世紀は数学的には近代世界へと入っていっ
た時代です。皆さんが学んでいる数学とどこが同じでどこが違

うのか、そういった部分を意識しながら取り組んでもらえれば

と思います。 
 それでは二日間、よろしくお願いします。 

 

０．ウォーミングアップ 
問題 次の式を展開せよ。 
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１．数三角形 
 皆さんは「数三角形」という言葉

の言葉から何をイメージするでしょ

うか。 
｢パ

を聞いたことがありますか。こ

スカルの三角形｣というと

ど

に、二項係数

ルの

三

．パスカル 
パ ス カ ル (Blaise  

662、フランス生まれ。数学
者

ては「人間は考える

うでしょうか。これは知っている人

も多いと思います。 
 一般に、右の図のよう

を並べたものを「パスカルの三角形」

といいます。格段の両端はすべて１で、

その他の数字はすぐ左上と右上の数

の和になっています。 
現在、「数三角形」は「パスカ

角形」として広く知られていますが、パスカル以前にも「数三角形」

は用いられていました。では、なぜ「数三角形」は「パスカルの三角

形」と呼ばれるようになったのでしょうか。 
 

２

 ブ レ ー ズ ・

Pascal) 
1623-1
・物理学者・哲学者。数学者として

は若くからその才能を発揮し、16 歳
で『円錐曲線試論』を発表、18 歳で
計算器を発明する。また、フェルマと

ともに確率論の祖と言われている。彼

の死後、『数三角形論』（前頁）が出

版された。 
 哲学者とし

葦である」という言葉を残している。 
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３．『数三角形論』における定義 
♦ 一つひとつの正方形(マス)を細胞という。 
♦ 数三角形の上端と左端にある数を指数という。 
♦ 左から右へ進む細胞を同じ水平行の細胞という。 
♦ 上から下へ進む細胞を同じ垂直行の細胞という。 
♦ 同じ指数を結んでできる対角線状の細胞を底辺の細胞という。 
♦ 直角のところにある第 1細胞 Gの数を三角形の母数という。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 
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４．帰結 
数三角形について、何か気づいたことはありませんか。いろいろな

質は数三角形を

一定の論理的

 
 
 
 
 
同

①

性質を見て取ることができると思います。それらの性

構成する際の前提から導かれるものです。そのような「

前提から導き出される結論」を「帰結」といいます。 
 パスカルは『数三角形論』の中で 19 個の帰結を導いています。そ

の中から次の帰結を見てみましょう。 
 
 

 
 
 
 

 

帰結第 12 
 
 

Eか
り

あ

③

 あらゆる数三角形において、同じ底辺にあって隣接する 2 つの

細胞のうち、上位の細胞と下位の細胞との比は、上位の細胞から

底辺の最上段までの細胞の個数（両端の細胞を含む）と、下位の

細胞から最下段までの細胞の個数（両端の細胞を含む）との比に
じ底辺の任意の隣接 2細胞としてE、Cをとれば、下位の細胞の  
  と上位の細胞の②  との比は、 
ら⑤     までには ③  個の細胞、すなわち⑥     があ

、Cから⑦    までには④  個の細胞、すなわち⑧       が
るので、 
  と④  との比に等しい。 

等しい。 
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５．パスカ

λ
ラムダ

ルの証明 
 

は極めて明ら

おいて成り立つならば、それ

必然的に次の底辺においても成り立つ。 
ここから、この比例が必然的にすべての底辺において成り立つこと

わかる。なぜならば、補題 1によって、この比例は第 2底辺におい
成り立つ。故に、補題 2によって、それは第 3底辺において成り立
。故に、第 4底辺においても成り立つ。以下限りなく同様である。 
故に、補題 2 のみを証明すればよい。それには次のようにする。い
ま、この比例が任意の 1 底辺、例えば第 4 底辺D  において成り立
つとする。すなわち、DとBとの比が  

この命題（帰結第 12）には無限に多くの場合があるが、私は 2
つの補題を仮定することによって、きわめて短い証明を与えよう。 
 第 1．これは自明であるが、この比例は第 2底辺において成り立つ。
なぜならば、  とσとの比が 1と 1との比に等しいことφ

ファイ

かである。 
 第 2．もしこの比例が任意の 1 底辺に
は

 

が

て

つ

 

① と②  との比に、Bとθ
との比が 2と 2との比に、θとλとの比が③  と④  との比にそれ
れ等しいとする。そうすれば、同じ比例が次の底辺H   において
成り立ち、例えばEとCとの比は 2と 3との比に等しい。 
なぜならば、仮定によって、DとBとの比は

ぞ

も

①  と②  との比に

しい。 
 

等

故に、D＋BとBとの比は①  ＋②  と②  との比に等しい。 
 
   ⑤  とBとの比は ⑥  と②  との比に等しい。 
 同様に、仮定によって、Bとθとの比は 2と 2との比に等しい。 
故に、B＋θと Bとの比はと 2＋2と 2との等しい。 
 
⑦  とBとの比は 4 と 2 との比に等しい。 
しかるに、BとEとの比は②  と⑥  との比に等しい。 
 故に、合成比によって、CとEとの比は、⑧  と⑨  との比に等
しい。証明終。 
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